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１．はじめに  

 橋梁用支承に求められる性能を満足しつつ，施工

性やコストパフォーマンスに優れた支承として，筆

者らは，ウレタンゴム材料による Disk Rubber Bearing

（DRB）（図-1）の開発を行っている． 

これまで，既報 1)～3)により，本支承の特徴を概説

し，また，その基礎的な性能評価結果を報告してい

るが，本稿では，ウレタンゴム材料を橋梁用支承と

して適用した採用事例や関連する技術基準などを中

心に知見を整理し，また，性能検証試験結果の一例

として，硬度の高いウレタンゴム材料のせん断変形

性能実験を行うことで，ゴム支承特有の弾性的な支

持性能に関する検証結果について述べる． 

 

２．海外市場のおけるウレタンゴム材料の採用事例 

ウレタンゴムを用いた支承構造は，日本では新し

い技術となるが，諸外国に目を向けると，もともと

はアメリカで開発されたものであり，筆者らが調査

した範囲では，1976 年には斜張橋で採用されるなど，

すでに約 40 年が経過している 4)（図-2）．また，竣工

後，25 年後に追跡調査が行われ，損傷等の異常は認

められず，現在でも重要構造物を健全に支持してい

る．このように，橋梁用支承として，すでに多くの

実績を有している． 

また，アメリカの AASHTO5)規格では，Disc Bearing

という名称で，設計法・材料規格・品質管理項目な

どが規定化されており，広く一般的な技術として成

熟しているものと考えられる． 

一方，日本では，ウレタンゴムを用いた支承の検

討がこれまで実施されてこなかった理由としては，

その設計地震力の大きさから，免震支承のように，

柔らかく上部構造を支持するための研究が優先され

ており，その意味で，高い強度を有する硬いウレタ

ンゴム材料への着目は見過ごされてきた． 

しかしながら，今後は日本市場においても，老朽

化した橋梁における維持管理対策や震災復旧が必要

となる際の支承交換工事などでは，地盤条件や桁遊

間等の制約から必ずしも免震技術ばかりが有効では

なく，固定・可動形式など橋梁条件に見合ったコン

パクトで耐久性の高い支承構造のニーズは高まるも

のと考えられる． 
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図-1 Disk Rubber Bearing の構造図 

 

Pasco Kennewick Inter City Bridge (1976 年) 

（支承反力：2,670～12,400kN） 

I-75/I-20 Interchange (1985 年) 

（支承反力：1,330～11,670kN） 

図-2 海外での採用事例 4) 

 

25 年後の調査 

16 年後の調査 
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３．日本国内の関連基準に準拠した性能評価 

３．１ 性能評価方針 

 日本国内においては，道路橋支承便覧 6)などの関

連基準が整備されているが，この中で，新材料・新

構造に関しては「新しい支承の適用」という項目を

設け，具体的な性能評価法について規定している． 

 材料試験要求や支承製品としての性能要求（表-1）

が示されており，既報 1)～3)でも一部述べているよう

に，DRB では，これらの試験項目は全て実施し，橋

梁用支承としての性能を満足することを確認してい

る．ここでは，未報告のせん断変形性能に関する実

験結果について以下に示す． 

３．２ せん断変形性能試験 

供試体には 1,500kN タイプを用い，２軸載荷装置

を用いて，鉛直荷重作用下のもと水平変位を与える

ことでせん断変形状態を再現した（図-3）． 

なお，DRB には固定・可動形式の支承タイプを想

定しており，地震力はゴム本体ではなく，サイドブ

ロックなどの鋼部材により負担させる構造を採用し

ている．このため，設計で想定している範囲では，

ゴムにせん断変形性能を期待する必要性は低いが，

大規模地震時にサイドブロック等が破損し，かつ，

接触面が固着しているなどの不測の事態を考慮して，

本検証を実施している． 

１回目の実験の結果（図-4）では，水平変位 26.6mm

（せん断ひずみγ=86%）まで載荷したが，ゴムが破

断に至る前に載荷装置の能力上限に達したため，実

験を終了とした．このため，試験装置を大型に切り

替え，同様な載荷を再度実施した（図-5）．このとき，

水平変位は 98mm（γ=316%）まで与えることができ

たが，ゴム本体に破断は生じず，いずれの結果にお

いても安定した変形性能を有していることが確認で

きる．また，試験終了時の載荷条件は，水平荷重値

が鉛直荷重と同じ（設計水平震度に換算すると

Kh=1.0 相当）レベルに達していることから，耐震性

能上，十分な安全性を有していると考えられる． 
 
４．まとめ 

本稿では，ウレタンゴムを用いた支承構造は約 40 年

の供用実績を有しており，道路橋支承便覧に準拠した

検証実験によって適用性を確認していることを示した． 
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表-1 道路橋支承便覧における「新しい支承の適用」規定 6)

図-3 載荷試験状況 
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図-4 せん断変形性能試験結果（１回目） 
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図-5 せん断変形性能試験結果（２回目） 

鉛直荷重（死荷重相当） 

水平載荷 DRB 

供試体確認のために，一時，

変位増分を停止した時間帯 
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